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学 位 論 文 内 容 の 要 旨

食道癌は､早期からリンパ節転移を認め､リンパ節転移の程度は予後に大きく影響する｡正確

なリンパ節転移診断は適切な治療法の選択のために欠くことができない｡とくに手術症例では､

PET/CTでの術前診断と､術後病理組織診断とを対比する事が重要である｡我々は､PETにおけ

るSUVmaxと原発巣､転移リンパ節の諸因子､ならびに腫癌増殖能との関連について検討を行っ

た｡当院にて食道切除術を行った食道癌患者102例を対象とした｡転移リンパ節のSUVmaxと､

転移リンパ節の諸因子について相関関係の有無を検討し､さらに転移リンパ節のSUVmaxと転移

リンパ節の腫癌量との相関の有無を検討した｡その結果､両者に有意な正の相関が認められた

(p<0.001).さらに転移 リンパ節の増殖能の検討を行った｡転移リンパ節単位面積あたりの

sUvmax(sUvmax/mm2)と､Ki LIの相関について検討したところ両者に相関が認められた｡

反回神経周囲リンパ節の転移診断精度の検討では､特異度がPETで95.9%､CTで80.5%であっ

たO精度はPETで87.3%､CTで78.40/.であった.PET/CTのリンパ節転移診断においては､転

移腫蕩量とのSUVmaxとの関連を念頭に置くことが重要である.また増殖能とSUVmzuの関連

を検討する際には､転移腫癌量も考慮に入れる必要があることが示唆された｡今回の我々の研究

は､食道癌のリンパ節転移診断におけるPETの診断能と腫癌増殖能との関連について述べたもの

であり､今後の食道癌診療においても大きな意義を持つものであると考えている｡

論 文 審 査 結 果 の 要 旨

本研究は食道癌における PETSUVmaxと原発巣､転移 リンパ節の諸因子､腫癌細胞

増殖能を検討 したものである｡102例の解析で､転移 リンパ節のSUVmaxと転移 リン

パ節の腫蕩量 に正の相関が認められた｡また､転移 リンパ節単位面積あた りの

suvmaxとKi67labelingindexとも相関が認められた｡反回神経周囲リンパ節の転

移診断精度の検討では､特異度はPETで95.9%､CTで80.5%であった｡精度はPET

で87.3%､CTで78.4%であった｡その結果､PET/CTのリンパ節転移診断では転移

腫蕩量とSUVmaxとの関連を念頭におくべきと結論した｡

実験の目的､手法､結果とその解釈とも適切になされており､食道癌の転移診断に

関する重要な知見を得たものと評価される｡

よって､本研 究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認める｡




